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古
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⑳
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⑬
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叢
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兼
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叢
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古
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国語国文学研究文献目銅 国文画 筆文節終 止 昭52~
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｣
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｣
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狂
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友
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｣
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古
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● 国 語 年 鑑 2003年版~(810.5K)

第2.部 文 献 雑誌文献一覧 (R864-881)

(近畿地方の方言)

864 近畿西部方言におけるナ行音文末詞 その生態と特性 (神部宏泰 )

ノー トルダ ム清心女子大字紀要 日本語 ･日本文掌編 26-12002-3 p.1-16

865 Z亘万からヱ貢ぎへ 京阪式名詞アクセントの見方 (尾形佳助 )

文林(神戸松蔭女子学院大字)36200213p･ト79
866 特集 ;言語の対人関係機能と敬語- 西日本言語域における畿内型待遇表現法の特

質 (中井精一 ) 社会言語科学 5-12002-10 p.42-55
867 方言としての "まったり"の客観化 京都地方のアンケート調査および聞き取 り調査

(早川文代 ;馬場康推 ) 日本家政学会誌 53-52002-5 p･4471456
∂6∂ 特集 ;夏のことば- 京都の暑さのことばとあいさつ表現 (中井幸比古 )

日本語学(明治書院)21-102002-8 p.44-54
869 特集 ;言語の対人関係機能と敬語- 京都市方言女性話者の談話におけるハル敬語

の通事的考察 第三者待遇表現に注目して (辻加代子 )

社会言語科学 5-12002-10 p-28-41
870 電子化言語地図の現状と問題点 『大阪府言語地図Jの作製を通して (鳥谷善史)

大阪樟蔭女子大字日本語研究センター報告 102002-3 p･67-80
β77 方言記述 大阪方言における断定辞ヤの文末詞的用法について (高木千恵 )

阪大社会言語学研究ノヤト 42002二3p.143-152
872 兵庫 ･岡山県境地帯のアクセント (中井幸比古 )

アジア･アフリカ文法研究 302002-3 p･45-61
873 JR神戸線沿線方言(姫路一大阪)の動態について FJR神戸線沿線グロットグラム』を

もとに (都染直也 ) 甲南大学紀要 文学編 1232002-3 p.I-16
(中国地方の方言)

874 広島県大竹市方言における疲労感を表す形容語嚢 (花岡健吾)

国文学致(広島大学) 1752002-9 p･日38

75 見島方言の用言のアクセント調査報告 (上野善道 )東京大学言語学論集 21

2002-9 p･345-395(四国地方の方言)β7

6 予土線ワンマン列車の音声合成案内資料 (清水誠治 )鉄道

文字(三重大字)222002-1p･34-43877 特集 ;いま言語地図を考え

る- ボーリング言語地図 グワットグラム(地域×年齢)分布図 (高橋顕志 ) 日本語芋(

明治書院)21-ll2002-9 p･48-59878 特集 ',冬のことば- 四国地方

のお正月のことば (岸江信介 )879β∂0837 日本

語学(明治書院)2日 2002-1p･30-39徳島 ･吉野川流域におけるアクセントの現在 .(真田信治 ;武田佳子 ;余健 )il

阪大日本語研究 142002-3 p.6日06アクセント型の許容からみ

る伊吹島アクセントの3式 伊吹島と観音寺の中学生の比較 (佐藤栄作 ) 早稲田日本語研究 102002-3p

･lト22愛媛県内子町の談話アクセント (山口幸洋 )地域言語(天理 ･地域言語研究会) 14



(図書館 1F:検索データーベース画面)題 名=テレビドラマ,女性語,/検索条件=or

000001女性語の系譜
真下三郎/要紀部辛

文辛大良広 26-3/4%-i000002日本
語における女性語の成立とその背景の考察白木進

/梅光女学院大学 国文学研究/8号-4000003女性語の一考察-近松の世話物浄瑠璃における終助詞 ･間投助詞の用法
一

江口友理子/国文 38/9号-3000004 ｢源氏物語｣会話文における男性語と女性語

石橋真理/成険国文 8/11号-4000005東京
下町女性語管見-その地域性の観点から一横田貢/

東京成徳短期大学紀要 8/12号-1000006
続東京下町女性語管見 その変化の-様相横田貢/東

京成徳短期大学紀要 tO/14号-100000
7太宰治の作品の女性語についての一考察嵐田

利美子/日本文学ノー ト 12/巨t号10000
08女性語-その特徴と社会言語学的考察日尾酸

子/四国学院大学論叢 61/22号1000
009現代女性語の研究 字音語を中心に池辺椎代

/国語国文研究と教育 17/23号-1000010女性語について 江戸語を中心として
筒井嘉寿恵/語学と文学 16/23号-2

000011 ｢独話｣における女性喜
徳井 辛大

iii
i信/千厚 請教養部紀
非
科

･
文
用
人
使
の要 使ヽヽ′J二三71~用をめぐって29 (95.2)/32号-4 琶

ELEは000012女性語の変遷大石初太郎/文教大学

国文 25 (96.3)/33号-4000013 ｢お大根
｣のゆくえ 女性語且つ丁寧語をめぐって飯田情/横浜国大国語

教育研究 4 (96.4)/33号-4000014現代女性語の変容について 3邦訳 ｢ジュリエット
｣ における発話の言語形式の比較をもとに日尾酸子/四国学院大学論

集 95 (97.12)/34号-50
00015終助詞における男性語と女性語中村純子/信州大学留学生セン

ター紀要 1 (00.3)/38号-5ooooL6 ｢標準女性語
｣の概念形成過程 昭和初期から終戦まで鷲留美/名古屋大学 ことば

の科学 12 (99.12)/38号-5000017特集 ;日本語文法研究の諸相 これからの日本語文法

研究のために 一 日本語文法と感情の接点テレビド'{7)貨 幣 汽諾 .P/LBT2F語文法学会 ｡本語文法 l_1 (

｡1.9)/38号-5/ (紹介のみ)0000L8テレビド
ラマの会話に見られる縮約形の調査 ･分防中村フサ子 ･小泉美礼 ･悼田ミエ子/東海大学紀要 留学生教育セ

ンター 23 (03.3)/40号-5000019テレビドラマ ｢3年B組金八先生｣ に見られる自称詞 ･対称詞について 一制作年別

の差と先行研究､との比較 ･分析より一李銀美/日本大学大学院国文学

専攻論集 1 (04.9)/41号-5000020
日語 ｢女性語｣的申訳 一以漫画為例一王敏束 ･郎心意/近代東西言語文化接触研究

会 或問 5 (03.1)/42号-3000021話し言葉の性差 (ジェンダー) 一男性の ｢女性語
｣使用とジェンダーの関わりに注目して一高崎みどり/明治大学人文科学研究

所紀要 54 (04.3)/42号-5000022テレビドラマにおける女性言葉とジェンダーフィルター ー文末詞(終助詞)使用実態調



国語学論説資料 1964年度分+ (論説資料保存会 1966-)

国内の逐次刊行物に掲載された､国語学に関する学術論文を収集復刻したもの

☆国語学論説資料の誌名変更日本語学論説資料 1988年度分+

テレビドラマにおける女性言葉とジェンダーフィルター

一文未詞 (終助詞)使用実態調査の中間報告より-

水本光美 く北九州市立大学)

要的 二r女言葉｣や ｢男言葉｣の存在が日本語の特徴の一つであるといわれる｡しかし､

最近の日本の若い世代の女性達が昔ほど ｢女言菜｣を使わなくなっているとい

うのも実感として感 じる｡本研究では､20代から40代の環代女性のカジュ

アルな場面での日常会話を収録 し､20代から30代の女性達の話す文京にお

ける ｢女性文末詞｣の使用は皆無に近いという結果を得た｡ しかし一方におい

て､現在放映されているテレビドラマの中の若い女性達の話 し言葉の調査から､

テレビドラマでは､いまだに ｢女性文末詞｣を頻繁に使用していることが観察

された｡本稿では､現実の若い女性達の使用言葉の調査および最近のテレビド

ラマの中で使用される若い女性達の言葉通いの調査を通して､そのギヤツ7の

原凶が脚本家の年代よりむ しろ性別と意識に起因するジェンダーフィルターに

存在する可能性があるということを分析する｡

キーワー ド1.女性言葉､女性文末詞､現代の若者､使用実態調査､テしヒドラマ､

脚本､ジェンダーフィルター

L はじめに

カジュアルな会話の中で通常使用されると言われてきた ｢女性言葉｣や ｢男性言葉｣

(いわゆる ｢女言葉｣や ｢男言葉｣)がつ くる巳本譜の男女差は､E]本譜を特徴づける

ものの代表格として従来取 り上げられてきた｡実際に､日本語を外国語として教える

日本語教科吾や聴解問題などの会話にも､ しば しはこの男女差は強調され､とりわけ

男女の性差を明示的に弁別する文末詞はよく利用されている｡孜々が日々見聞きする

テレビというメディアにおいても､ ドラマや映画やコマーシャル等のなかに･5-慧に仕

用されているのが認められる｡
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国文学に関す る学術論文を収集 ･復刻 した紀要 ･.学会誌に掲載 された､
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国 文 学 年 次 別 論 文 集
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資料の入手方法 一手順･フローチャート

-EJ,ibHc卓raPhy(図

書)CD-RONイン･,7-ネット(ソ:･京;I::)i,F,A/hun.各大学cpAC.日本書籍総目録等)

｢

悶

-

,

テーマを決める
1

文献 リストを作る(必要とする

梁料の収集)i0PACで女学院大

学にあるかどうか探す/
/｣- -㌔あ

る なし雑誌･紀要類=γ言:S末 ir-3弓 と･冨芸 番 号 T=1-

c
n-.-',;h.三'L
最新日

-r-､地下かを確認してメモして

該当 す る '3芸 ′､

言責末記号と青黒番号を…亥当階へ

雑誌･紀要

頚図

書館 で買っ

てもらいたい 所蔵館から1昔

たい コピー で入 手 した

し＼ コピーを入手し

たいカ

ウンター､あるいは所蔵錆の

ホームページなどで利用方法を

花詑する1.
相手館の利用方法により

r比館RfJ覧許可寂いJが 当館ホーム

ペ

ージ購入希望図書申込で申

込むt要連絡にしておくと実科が

入ったら連絡があります｡必要であれば当鱈HPから申込む 図書館カウンター-

草生真正で良かったら

草生言正吾忘れずに利用したい函書籍へ 当館ホー

ムページ資料複写･貸借申込

で申込む-▼
届いたという連鴇があったら

図書臨カウンター- 所

蔵棺のホームページなどで

利用方法を確認する1

相手緒の利用方法によりr他館

閲覧許可敵い｣が必要であれば当館HPか

ら申込む学生誼でよか

ったら学生言正を忘れずに持参して利用したい

図書蛇へ 年に一度希

望

調査があ
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